
































国際化関連

■ 共通の成果指標と達成目標

○ 教員に占める外国人及び外国の大学で学位を取得した専任教員等の割合
＜最終目標値51.9％⇒ R3年度43.8％＞ 全学の「教員採用の基本方針」において、H25年度より、外国語による授業

の実施や、留学生の学習指導、海外への引率指導ができるなど、本学の国際化の推進に資する者の採用基準を明示
し、H27年度からは公募要領に「英語による授業を実施できること」を条件に付している。外国語による授業科目数も増
え、1,692科目（11.8％）となった。

ガバナンス改革関連

○ 学生の語学レベルの測定・把握、向上のための取組【TOEIC＝730】（TOEFL＝550／IELTS＝6.0）
＜最終目標値3.6％⇒ R3年度 5.1％＞ H26年度のSGU採択以来、学生の英語力向上、とりわけ「分厚い中間層の

形成」を目指し、各種講座の実施や学内における外部試験の団体受験等を実施して全体の底上げを図ってきた。コロナ
禍によりテスト受験や講座受講をオンラインへ移行するなど柔軟に対応した。R3年度末時点でTOEIC®スコアを保有し
ている学生は26,940名となった。730点以上取得者については毎年、前年度比で100%を上回る結果となっており、R3
年度も1,594名(前年比126.9%）となった。

○ 迅速な意思決定を実現する工夫

学則及び教授会規程の改正を根底とした学長権限の明確化により、全学カリキュラム委員会に見られる様な教職協働
体制が構築され、3つのポリシーの検証や科目ナンバリングの導入、カリキュラムマップの作成、GPAの活用方策、
クォーター制度の導入、そして、シラバス点検体制の充実等を実現している。

○ 日本人学生に占める留学経験者の割合
＜最終目標値10.3％⇒ R3年度 2.6%＞ 海外留学者数の増加

に向けて、充実した独自奨学金の創設、英語力強化のための正
課授業と課外講座の連携、学部研修等によるプログラムの多様
化、学外機関との連携による海外派遣の促進、海外拠点を利用し
た研修の実施等に注力している。コロナ禍の影響により、オンライ
ンプログラムも充実させている。

教育改革関連

○ TOEFL等外部試験の学部入試への活用の拡大
＜最終目標値54.8% ⇒ R3年度 75.5% ＞ H29年度以来、毎年様々な入試方式で利用を進めたことにより、英語4技
能の習得を目指す受験生が急増し、一般入試前期日程においては、導入初年度のH29年度では2,670名（7.5％）だっ
た利用者数が、R4年度入試では、42,376名（51.2％）まで拡大した。その結果、高い英語能力を持った者が入学する
ようになっている。

○ 国際通用性を見据えた採用と研修
R3年度は、全専任教員の43.8％が「外国人等」教員に該当し、各学部でグローバル教員の採用が進んでいる。また、
H26年度以降「英語で授業を行うためのFD研修会」を計18コース実施し、これまでに延べ172名が参加した。教員のダ
イバーシティの向上とともに、学生の語学レベルの向上や協定大学からの留学生受入れが促進されている。

○ 全学生に占める外国人留学生の割合
＜最終目標値8.0％⇒ R3年度 11.8％＞ これまで、独自の

ショートプログラム、受注型ショートプログラムの実施のほか、
世界各国での日本留学フェア及び高校への広報活動、そして、
UMAPネットワークの拡充等、積極的な留学生受入施策を推進

してきた。コロナ禍により、オンラインでの交流促進にも注力して
いる。

９．取組内容の進捗状況（令和３年度） 【東洋大学】

○ 外国語のみで卒業できるコースの数
＜最終目標値14.7％⇒ R3年度 15.6％＞R3年度は学部では国際学部グローバル・イノベーション学科、国際地域学
科、情報連携学部情報連携学科等において4コースを開設し、在籍者数は2,905名となっている。大学院では文学研
究科、経済学研究科、国際学研究科、国際観光学研究科、総合情報学研究科、生命科学研究科等の16課程におい

て開設している。

〈国際学生ミーティングの様子〉



■ 大学の特性を踏まえた特徴ある取組

○ 持続可能な教育プラットフォームの構築

R2年度に引き続き、オンライン形式での「ビジネス日本語ポイント講座」を開催した。夏の講座では世界47カ国・地域から
延べ24,000人以上が参加した。春の講座では、世界61カ国・地域から、延べ8,500人以上が参加した。なお、持続可能な
教育プラットフォームの構築という観点から、春の講座では一部のコースを有料（1講座1,100円）とした。有料講座には270
人以上の参加があった。今後も、居住地にとらわれず学ぶことができるオンライン講座の強みを生かし、JV-Campusとの
連携を図る。

■ 自由記述欄

■ 大学独自の成果指標と達成目標

○ TGLプログラムの推進
TGL プログラムを通じ、全学部生を対象にグローバル
リーダー教育を展開している。コロナ禍のR3年度は
ゴールド認定者105名（前年度120名）、シルバー認定
者574名（同789名）、ブロンズ認定者2,339名（同
2,666名）となった。今後もオンラインを活用していく。

○ IDI・BEVI異文化適応力講座の実施
海外に派遣する学生の異文化適応力を測るため、IDI
（Intercultural Development Inventory）およびBEVI 
（Beliefs, Events, and Values Inventory）を活用している。

集積したデータを解析することにより、効果的な事前事後
研修のあり方と学内外におけるプログラムの構築とについ
て示唆を得られるよう実践・研究を積み重ねていく。

○ 各種講座を通した全世代グローバル教育の実施

オンラインを活用したビジネス英語講座や実践的な英語プレゼンテーションスキルを磨くプログラム、そして、幼稚園児から
高校生、一般向けの英会話講座等を幅広く開講し、年間430名が参加した。受講申込時にオンラインと対面の選択制とし、

個人の事情に応じて受講ができる体制を整えた。オンライン受講を可能にしたことにより、特に社会人を含めた遠方居住者
層を新たに取り込むことができた。また、附属中高での英会話講座開講や推薦入学者向けの入学前ワークショップを通じて、
高大連携モデルの構築も図っている。一方、留学生向け日本語教育、取り分け「ビジネス日本語教育」に大きな進展がみら
れた（詳細は次項参照）。

【東洋大学】

○ 協定校数の拡大

新規協定校の開拓にあたっては、質の高い教育プログラムを提供する大学、また、ブリッジプログラムを有する大学を中
心に協定締結を進め、R3年度は8の大学と新規の協定を締結した。その結果、全協定数は236件（37カ国）となり、うち包
括協定数は216件、学生交換協定は151大学2コンソーシアムへと増加した。例年はNAFSA、EAIE、APAIE及びAIEA等
の国際会議への参加や海外大学への訪問を通じて協定校の拡大を続けてきたが、R3年度はR2年度に続き、コロナ禍の

影響により現地でのネットワーキング等が中断したため、新規協定校の開拓が困難であった。留学を希望する全ての学生
がその機会を得られるよう、協定校の開拓を今後も方針に沿って継続していく。

○ 国際大学協会（IAU）による国際戦略に関する助言（ISAS2.0）への対応
本学の国際化への取組に対する外部評価の一環として、H30、R元年度に国際大学協会（IAU）による国際戦略に関する
助言（ISAS2.0）を受審し、R元年度にIAU専門家メンバー監修の「最終報告書」を受領した。報告書を通じて提言を受け
た本学の国際化に関する「16の勧告」ついて学内の理解を深めてきた。R3年度には同勧告の内容をNEXT SGUの一部

として取り込むことを視野に、その妥当性の検証を行うための質問票を作成し、より教育現場に近い学科長及び大学院
専攻長を主たる対象にアンケート調査を実施した。

〈R3年度認定式（於卒業式）の様子〉

○ 柔軟な国際編転入制度
本学2年次への転入を目的とし、中国の北京外国語大学と協定を締結した。北京外国語大学には、「東洋大学進学コー
ス」が設置され、学生は最初の1年間、日本語能力試験（JLPT）N1取得を目指し日本語学修に取り組む。さらに半年間、
志望する学部学科の専門科目を中心に教育を受ける。開設直後のR3年度は、同コースに28名の学生が在籍しており、
R5年4月より、１期生を迎え入れる予定である。但し、転入するには、N1を取得した上で、本学が実施する転入学試験に
合格するというハードルがある。そのため、1名でも多くの学生を本学に転入生として迎えられるよう連携していく。

○ 大学の国際化促進フォーラム」プロジェクトの幹事校に選定
2021年7月より、「大学の国際化促進フォーラム」において、2つのプロジェクト（①UMAPを基盤とするSDGsオンライン

協働学習とバーチャル模擬国連／②東洋大学「ビジネス日本語」オンライン講座を通じた高度日本語人材の育成）の幹
事校を務めている。今後は、JV-Campusを通じた大学間交流の促進を牽引すべく先導的な役割を果たしていく。
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